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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年3月6日(2014.3.6)

【公表番号】特表2013-518962(P2013-518962A)
【公表日】平成25年5月23日(2013.5.23)
【年通号数】公開・登録公報2013-026
【出願番号】特願2012-551688(P2012-551688)
【国際特許分類】
   Ｃ１０Ｌ   1/08     (2006.01)
   Ｃ１０Ｌ   1/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１０Ｌ   1/08    　　　　
   Ｃ１０Ｌ   1/22    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年1月15日(2014.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
式（Ａ）：
【化１】

　　(A)
の化合物と、ヒドロカルビル置換アシル化剤及び式（Ｂ１）又は（Ｂ２）：
【化２】

のアミンの反応により形成される化合物との反応により形成される第四級アンモニウム塩
を添加剤として含み、式中、Ｒは、置換されていてもよいアルキル、アルケニル、アリー
ル又はアルキルアリール基であり、Ｒ１は、Ｃ１－Ｃ２２アルキル、アリール又はアルキ
ルアリール基であり、Ｒ２及びＲ３は、１～２２個の炭素原子を有する同じ又は異なるア
ルキル基であり、Ｘは、１～２０個の炭素原子を有するアルキレン基であり、ｎは、０～
２０であり、ｍは、１～５であり、Ｒ４は、水素又はＣ１－Ｃ２２アルキル基である、デ
ィーゼル燃料組成物。
【請求項２】
式（Ａ）の化合物が、３．５以下のｐＫａを有するカルボン酸のエステルである、請求項
１に記載のディーゼル燃料組成物。
【請求項３】
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式（Ａ）の化合物が、置換芳香族カルボン酸、α－ヒドロキシカルボン酸及びポリカルボ
ン酸から選択されるカルボン酸のエステルである、請求項１又は２に記載のディーゼル燃
料組成物。
【請求項４】
式（Ａ）の化合物が、置換芳香族カルボン酸のエステルである、請求項３に記載のディー
ゼル燃料組成物。
【請求項５】
Ｒが、カルボアルコキシ、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、ＳＲ５又はＮＲ５Ｒ６から選択
される１又は２以上の基で置換された、６～１０個の炭素原子を有する置換アリール基で
あり、Ｒ５及びＲ６が、それぞれ独立して、水素又は置換されていてもよいＣ１－Ｃ２２

アルキル基である、請求項１～４のいずれかに記載のディーゼル燃料組成物。
【請求項６】
Ｒが、２－ヒドロキシフェニル又は２－アミノフェニルであり、Ｒ１が、メチルである、
請求項１～５のいずれかに記載のディーゼル燃料組成物。
【請求項７】
式（Ａ）の化合物が、α－ヒドロキシカルボン酸のエステルである、請求項３に記載のデ
ィーゼル燃料組成物。
【請求項８】
式（Ａ）の化合物が、ポリカルボン酸のエステルである、請求項３に記載のディーゼル燃
料組成物。
【請求項９】
Ｒ２及びＲ３が、それぞれ独立して、Ｃ１－Ｃ８アルキルであり、Ｘが、２～５個の炭素
原子を有するアルキレン基である、請求項１～８のいずれかに記載のディーゼル燃料組成
物。
【請求項１０】
（ａ）アルデヒドと、
（ｂ）ポリアミンと、
（ｃ）置換されていてもよいフェノールと
の間のマンニッヒ反応の生成物であるさらなる添加剤を含む、請求項１～９のいずれかに
記載のディーゼル燃料組成物。
【請求項１１】
成分（ａ）が、ホルムアルデヒドを含み、成分（ｂ）が、ポリエチレンポリアミンを含み
、成分（ｃ）が、パラ置換モノアルキルフェノールを含む、請求項１０に記載のディーゼ
ル燃料組成物。
【請求項１２】
ディーゼル燃料に添加されると請求項１～１１のいずれかに記載の組成物を提供する添加
剤パッケージ。
【請求項１３】
ディーゼル燃料組成物を使用する場合にディーゼルエンジンのエンジン性能を改善するた
めの、前記ディーゼル燃料組成物中の第四級アンモニウム塩添加剤の使用であって、前記
第四級アンモニウム塩が、式（Ａ）：
【化３】

　　(A)
の化合物と、ヒドロカルビル置換アシル化剤及び式（Ｂ１）又は（Ｂ２）：
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【化４】

のアミンの反応により形成される化合物との反応により形成され、式中、Ｒは、置換され
ていてもよいアルキル、アルケニル、アリール又はアルキルアリール基であり、Ｒ１は、
Ｃ１－Ｃ２２アルキル、アリール又はアルキルアリール基であり、Ｒ２及びＲ３は、１～
２２個の炭素原子を有する同じ又は異なるアルキル基であり、Ｘは、１～２０個の炭素原
子を有するアルキレン基であり、ｎは、０～２０であり、ｍは、１～５であり、Ｒ４は、
水素又はＣ１－Ｃ２２アルキル基である、使用。
【請求項１４】
ディーゼル燃料組成物が、
（ａ）アルデヒドと、
（ｂ）ポリアミンと、
（ｃ）置換されていてもよいフェノールと
の間のマンニッヒ反応により形成される添加剤をさらに含む、請求項１３に記載の使用。
【請求項１５】
ディーゼルエンジンが、高圧燃料システムを備える、請求項１３又は１４に記載の使用。
【請求項１６】
高圧燃料システムを有する現代のディーゼルエンジン及び従来のディーゼルエンジンの性
能を改善するための、請求項１～１１のいずれかに記載のディーゼル燃料組成物の使用。
【請求項１７】
「清浄化」性能を提供するための、請求項１３～１６のいずれかに記載の使用。
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